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11月号

して成長した今季８年目となる従業員を中心として、５名の従業員
に支えられています。直近も３人入社したので、さらなる従業員教
育に取り組みたいと考

永利：人材育成において大切にしているとは何ですか？
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〈ゼロプラスタイムズ〉

会社名：
株式会社TOSAMACHINE
住所：高知県南国市日吉町２丁目１番７号
電話番号：088-863-2888
会社HP：https://tosamachine.co.jp/

Interview ：GX×DX ー 最先端を走るソリューション企業

株式会社TOSAMACHINE様（高知県）

中四国営業課の田路（トウジ）です。

今月号では、機械工具販売会社から「工場総合支援・ものづくりソリューション企業」へと進化し、

お客様のトータルコーディネートを実現している株式会社TOSAMACHINE様を取材しました。

単なる「脱炭素」「デジタル化」ではない、未来のものづくりを切り拓く価値提供

――そんなTOSAMACHINE様の最先端の実践をご紹介します。

田路：社長室も事務所もかなり様変わりされましたね。

宮本様：この1年間で大きくリノベーションしました。昨今外部環境の変化も激しく、当社のビジネスモデルも大き

く変化しています。これにより従業員の働き方も変化しているため、モノや人財に力を入れて投資しています。

田路：福利厚生に力を入れられており大変すばらしいですね。ビジネスモデルが

大きく変化したとのことですが、具体的にはどのように変化されたのですか？

宮本様：ECの台頭によって、商品を納めるだけではお客様の満足を満たせなく

なってきました。今後は工場総合支援を図るソリューション企業へと進化する

必要があります。そのためにもまず我々が先んじて、最先端を走る必要があり、

その取り組みとして、「GX」「DX」「リノベ」等はやくに行動を起こしています。

どんなことでも挑戦してみて、ものづくり支援企業No.1になり、お客様の課題

解決に貢献していきたいと考えています。

田路：外部環境の変化にしっかりと対応されていますね。

我々コンサルタントもお客様へ総合支援ができるように、これからも多くの価値提供を行っていきたいと思います。

宮本様：今年からは「エア漏れ診断」という新たなサービスを開始しました。ゼロプラスさんに支援していただいた

「ＳＢＴ」や「ゼロモニ」といった脱炭素ツールを駆使して、我々なりにできることを考え、サービス設計しました。

「エア漏れ診断」をきっかけに、削減できるはずの電気代や消耗品費、CO2など機会損失をカバーいただければ

幸いです。このトータルコーディネートにより、お客様のお悩みをひとつでも解決できればと思っています。

田路：我々がご提供したサービスを御社

オリジナルの形でご活用いただいており、

感銘いたしました。脱炭素の取り組みも

取得することがゴールではなく、その先

の未来を創ることがゴールとなります。

一緒にカーボンニュートラル達成を

目指しましょう。

「GX」や「DX」、難しいと足踏みされている企業様、

ぜひ弊社やTOSAMACHINE様と一緒に始めていきましょう。

▲宮本社長との対談

▼SNS等二次元コード

▼CO2排出量削減目標 ▼エア漏れ診断
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【歩み（タイムライン）】
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▼DX戦略



愛
日本の年の00万をピークに昨年り約300万人減少しています。
大幅な移民政策に舵を切らなければ10年以内に1億2000万人を
割り込み、2050年ごろには1億人以下になります。人口減少の原
因は、赤ちゃんが少ないことです。出生数は2017年に100万人を
割りこみ2022年では77万人まで激減しています。現の人口ピラ
ミッドと出生率から考えて、出生数が100万人を超えて大幅に増
加することはもはや不可能です。これまでも人口減と並行して労働
者不足は進行しましたが、女性の社会進出と高齢者の延長雇用で
なんとか凌いできました。しかしいよいよ限界を迎えました。
1947年～1950年生まれの団塊の世代計1000万人が75歳を
超える年齢になり、働き続ける肉体的限界を迎えつつあります。一方
新成人は現在の110万人から20年後には77万人になることが出
生数から確定しています。現在6700万人ほどいる就労者は、年間
100万人ペースで減少し続けます。『人手不足が緩和することはな
い』経営の大前提として肝に銘じておきましょう。

脱炭素ニュース 11月の出展情報と10月の実施報告

代表から一言

カタログ注文型補助金検索サイトができました

「省力型補助金（カタログ注文型）、公式サイトの検索がカテゴリからしか選べなく
て使いにくい！」というお声を多数いただいたため、当社にて製品名や型番から
も検索できるサイトを立ち上げさせていただきました。商社の皆さまと、手を取り
合い一緒に取り組んでいけると良いと願っております！
https://shoryokuka-catalog.zeroplus-consul.co.jp/

高市早苗さんが初の女性総理に選出されましたね。参議院選挙から3カ月間の政治闘争、
様々なプレイヤーが戦に勝つために行動しました。これらの言動はなかなか見どころあり、
経営者にとっても参考になるところがありそうです。 まず石破さん、言葉とは裏腹に責
任を取らない姿は失望の的でした。小泉さん、成功を前に、油断は大敵と教えてくれまし
た。公明党さん、主要取引先を切るタイミング間違えると命取り。玉木さん、理論が先行し
リスクばかり考えて決断できないと成功は掴めません。吉村さん、勝負ところでは、交渉
はしたたかに、決断は大胆に！成功を掴みました。高市さん、諦めない執念！絶対に達成
するという気持ちが人を動かすことを見せて頂きました。今回の状況に限った話なので、
慎重に行動した人が勝つパターンももちろんあります。示唆にとんだ行動が見れて楽し
かったですが、これからの経済対策が本番です。スピード感に期待しつつ、実態経済の悪
さを解消して欲しいですね。

脱炭素ニュース 出展情報と報告

問い合わせ先
〒 664-0858
兵庫県伊丹市西台1-5-7 2F
TEL ０７２－７６４－５３４０
FAX ０３－６８００－５２６５
Mail  
info@zeroplus-consul.co.jp

当社HP Youtube

ゼロプラスの
歴史や理念、事業内容

をご紹介！

CO2比較.com

当社の会社紹介や
脱炭素セミナーを
動画でチェック！

脱炭素に関する最新
情報を随時公開！

Instagram

ゼロプラスの雰囲気
や従業員たちの楽し

い日常！

公式LINE
大場社長ゼロプラス

補助金・脱炭素などの
お役立ち情報を配信！

カタログ補助金.com

省力化補助金（カタロ
グ注文型）対象設備を

簡単検索！

先月のどてらい市＠香川に続き、2025年10月１６日（木）
～１８日（土）の３日間、岡山にて開催された「2025岡山どてらい
市」に出展いたしました。
本展示会も、株式会社山善が事務局として全国各地で開催してい
る展示会で、各地域の販売店が主催店となり、メーカーの協力の
もと地域産業の活性化を目的として開催されています。３日間で
約4,000人を超える集客実績を誇り、プレゼント企画なども実施
していました。ぜひお近くで開催する際は参加してみてください！

開催日：１１月１９日(水)～２１日(金)
開催時間： １０：００～１７：００
開催場所：インテックス大阪

開催日：１１月７日(水)
開催時間： １３：３０～１７：３０
開催場所：マイドーム大阪
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